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地球が丸く見える

7
1華やかに20歳の喜び 

　
し
る
べ
っ
と
の
大
ホ
ー
ル
に
新
成
人

二
百
三
十
五
人
が
集
い
、
華
や
か
に
成

人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
知
床
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
に
続

い
て
、
黒
田
美
華
さ
ん
と
山
崎
亜
矢
子

さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
読
。
近
野
了
二

教
育
委
員
長
が
「
郷
土
発
展
の
た
め
に
、

一
日
も
早
く
自
立
を
目
指
し
、
明
る
い

町
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
た
め
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
燃
焼
さ
れ
る
よ
う
切
望
し
て

や
み
ま
せ
ん
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
新
出
　
實
町
長
と
西
澤
雄

一
町
議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
、
成
人
を
代
表
し
て
須
藤
貴
英
さ
ん

と
田
村
　
結
さ
ん
が
「
私
た
ち
が
成
人

と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
よ
り
温
か
い
励

ま
し
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
人
生
の

大
き
な
節
目
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

感
激
し
て
い
ま
す
。
一
層
の
責
任
を
自

覚
し
社
会
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
積
極

的
に
行
動
し
ま
す
」
と
誓
い
を
た
て
て

い
ま
し
た
。
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中
標
津
町
新
春
子
ど

も
下
の
句
カ
ル
タ
大
会
が
、

に
こ
に
こ
児
童
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
小
学
生
九
十
三

人
が
参
加
。
三
人
一
組

の
チ
ー
ム
が
四
部
門
に

分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
会
場
に
は
気
合

の
入
っ
た
元
気
な
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
る
べ
っ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
で
、
結
成
八
年
目
の

ミ
ザ
ー
ル
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
四
人
の
他
に
ゲ
ス
ト
と
し
て

町
外
か
ら
二
人
が
参
加
。
会
場

を
埋
め
た
大
勢
の
聴
衆
を
マ

イ
・
ロ
マ
ン
ス
な
ど
十
二
曲
の

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
演
奏
で
魅
了
し

ま
し
た
。
 

百
人
一
首
　
真
剣
勝
負
 

地球が丸く見える

12
1

町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
 

中
標
津
町
表
彰
式
 

地球が丸く見える

15
1

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

地球が丸く見える

12
1

　
永
年
に
わ
た
り
、
産
業
、
教
育
文
化
な
ど
、

町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
二
十
人
二
団
体

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
中
小
企
業
卓
越
技
能
者
一
人
の
表
彰
も
行

わ
れ
、
列
席
し
た
関
係
者
か
ら
祝
福
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
受
賞
者
の
方
々
（
団
体
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）
 

 自
治
貢
献
賞
 

　
杉
本
　
剛
・
北
川
栄
治
・
武
田
　
勇
・
 

　
伊
藤
利
一
・
石
川
　
進
 

産
業
貢
献
賞
 

　
松
實
武
夫
・
松
田
昌
介
 

善
　
行
　
賞
 

　
亀
子
亮
三
・
熊
谷
　
健
・
村
田
美
智
子
 

産
業
振
興
奨
励
賞
 

　
清
原
賢
一
 

教
育
文
化
奨
励
賞
 

　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
ｏ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
・
菅
原
真
一
・

　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
鈴
木
　
務
・
中
村
雨
城
・

　
山
中
和
子
・
山
口
　
章
・
小
林
　
茂
・
 

　
杉
本
　
秀
・
小
川
八
重
子
・
飯
田
由
美
子
 

中
小
企
業
卓
越
技
能
者
 

　
古
瀬
　
勲
 

写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
ネ
ガ
を
お
貸
し
し
ま
す
。 
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ま
す
。
 

暮し
がかわるまちがかわる

市
町
村
合
併
の
進
展
状
況 

　
今
ま
で
の
経
過
と
情
勢
 

 　
地
方
分
権
に
よ
り
個
性
的
な
自
治
体

を
創
造
し
、
政
策
を
作
り
自
主
的
財
政

運
営
を
す
る
自
立
し
た
地
方
を
目
指
す

努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。「
行
政
」
が

行
う
福
祉
や
教
育
、
建
設
事
業
の
資
金

は
「
税
」
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
社
会
の
変
化
や
社
会
基
盤
の
整

備
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
の
配

分
方
法
や
自
治
体
で
の
使
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
見
直
し
が
進
み
、
厳
し
い

財
政
状
況
下
で
は
更
に
効
率
的
な
行
政

運
営
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
 

　
国
で
は
分
権
に
よ
る
地
方
自
治
体
運

営
の
効
率
性
を
高
め
る
方
法
と
し
て
市

町
村
合
併
を
掲
げ
、
支
援
策
に
よ
り
そ

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
一
昨
年
よ
り
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
庁
舎
ロ
ビ
ー
（
情
報
コ
ー
ナ

ー
）
に
、
合
併
に
関
し
て
の
資
料
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
に
特
集
と

し
て
二
度
掲
載
し
ま
し
た
。
平
成
十
三

年
十
月
号
に
は
合
併
の
基
本
的
な
説
明

と
し
て
、
合
併
議
論
の
必
要
性
や
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

説
明
し
、
平
成
十
四
年
六
月
号
に
は
自

治
体
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
と
今
後
の
町

づ
く
り
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
町
づ
く
り
懇
談
会
（
平
成
十

四
年
度
五
回
実
施
）
で
も
町
民
や
各
町

内
会
に
対
し
合
併
に
関
す
る
説
明
を
行

っ
た
ほ
か
、
中
標
津
町
商
工
会
、
中
小

企
業
家
同
友
会
中
標
津
支
部
、
中
標
津

青
年
会
議
所
な
ど
と
も
合
併
に
関
し
て

基
本
的
な
説
明
と
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。
 

　
十
二
月
に
は
、
根
室
支
庁
主
催
に
よ

る
総
務
省
の
合
併
に
関
す
る
説
明
が
町

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
地
方
制
度
調
査
会
の
 

　
西
尾
私
案
 

 　
平
成
十
四
年
十
一
月
に
地
方
制
度
調

査
会
の
西
尾
勝
副
会
長
が
私
案
と
し
て

「
合
併
特
例
法
以
降
（
平
成
十
七
年
四

月
以
降
）
の
市
町
村
再
編
案
」
を
示
し

ま
し
た
が
、
内
容
は
財
政
的
な
特
典
を

つ
け
た
現
行
法
の
延
長
で
は
な
く
、
人

口
が
あ
る
程
度
の
規
模
以
上
で
な
け
れ

ば
行
政
事
務
が
効
率
的
で
は
な
い
と
し

た
考
え
方
で
、
小
規
模
自
治
体
を
解
消

す
る
方
向
で
あ
り
、
そ
の
人
口
規
模
を

法
令
で
明
示
す
る
こ
と
か
ら
「
強
制
合

併
」
で
は
な
い
か
と
、
大
き
な
波
紋
が

広
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

地
方
分
権
の
到
来
、
少
子
高
齢
化
、
財
政
悪
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り
的
確
な
対
応
、
効
率
化
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
る
市
町
村
行
政
。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い

く
た
め
、「
市
町
村
合
併
」
を
推
進
す
る
か
、「
単
独
で
い
く
か
」
な
ど
、
町
の
形
態
を
選
択
し
て
い
く
時

期
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
月
二
十
七
日
の
四
町
長
（
中
標
津
町
、
別
海
町
、
標
津
町
、
羅
臼
町
）
の
会

談
に
お
い
て
、「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
任
意
の
合
併
検
討
協
議
会
を
立
上
げ
る
準
備
を
進
め
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
随
時
「
市
町
村
合
併
検
討
情
報
」
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
合

併
を
含
め
た
「
ま
ち
の
将
来
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
中
標
津
町
の
お
い
た
ち 

 

● 

昭
和
21
年
７
月
　
標
津
村
か
ら
分
村
し
て
、
中
標
津
村
誕
生 

　
　
（
１
９
４
６
年
） 

 

● 

昭
和
22
年
　
　
　
町
の
人
口
一
万
人
に
な
る 

　
　
（
１
９
４
７
年
） 

 

● 

昭
和
25
年
４
月
　
町
制
施
行 

　
　
（
１
９
５
０
年
） 

 

● 

昭
和
30
年
４
月
　
別
海
村
か
ら
豊
岡
、
協
和
両
地
区
編
入 

　
　
（
１
９
５
５
年
） 

 

● 

昭
和
31
年
４
月
　
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
る 

　
　
（
１
９
５
６
年
） 

 

● 

昭
和
40
年
７
月
　
中
標
津
空
港
開
港
記
念
式 

　
　
（
１
９
６
５
年
） 

 

● 

昭
和
46
年
11
月
　
国
道
２
７
２
号
線
全
線
開
通
（
釧
路
町

　
　
　
　
　
　
　
〜
標
津
町
間
） 

　
　
（
１
９
７
１
年
） 

 

● 

昭
和
52
年
12
月
　
町
の
人
口
２
万
人
と
な
る 

　
　
（
１
９
７
７
年
） 

 

● 

平
成
元
年
４
月
　
Ｊ
Ｒ
標
津
線
廃
止（
昭
和
９
年
開
駅
） 

　
　
（
１
９
８
９
年
） 

 

● 

平
成
15
年
１
月
　
管
内
四
町
で
任
意
の
合
併
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
を
立
上
げ
る
準
備
を
進
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
決
定 

　
　
（
２
０
０
３
年
） 

 

市
町
村
合
併
に
向
け
た
今
後
の
日
程 

 

● 

平
成
15
年
６
月
　
合
併
協
議
会
設
置
期
限
（
目
や

　
　
　
　
　
　
　
す
） 

　
　
（
２
０
０
３
年
） 

 

● 

平
成
17
年
３
月
　
　
合
併
特
例
法
期
限 

　
　
（
２
０
０
５
年
） 
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小
規
模
町
村
の
強
制
合
併
と
も
受
け
取
れ
る
西
尾
私
案
を

め
ぐ
っ
て
は
、
全
国
町
村
会
や
市
町
村
長
の
研
究
会
な
ど
か

ら
、
自
治
権
の
侵
害
だ
と
い
う
内
容
の
反
論
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
 

　
人
口
規
模
に
つ
い
て
は
、
与
党
政
党
の
研
究
会
が
一
万
人

と
い
う
具
体
数
字
を
示
し
、
全
国
の
六
割
の
市
町
村
が
対
象

と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
総
務
省
内
部
の
研
究
会
で
も
三

千
人
以
下
の
自
治
体
は
内
部
団
体
と
い
う
議
論
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成
十
七
年
三
月
を
見

据
え
て
、
今
年
は
合
併
議
論
の
山
場
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
 

　
自
治
体
の
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ

ぞ
れ
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体
に
は
気
候
・
風
土
・
産
業
形
態
、

文
化
な
ど
の
違
い
に
よ
り
簡
単
に
は
言
い
表
せ
な
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
長
年
か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
こ
と
も
多
く
あ

り
、
仮
に
合
併
す
る
に
し
て
も
失
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や

継
続
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
合
併
に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
違
う
方
法
を

選
択
す
べ
き
で
あ
り
、
は
じ
め
に
合
併
あ
り
き
で
は
な
く
、

地
域
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
最
初
に
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
 

　
し
か
し
、
国
の
財
政
状
況
、
経
済
状
態
か
ら
は
、
行
政
を

継
続
す
る
に
は
自
治
体
へ
の
経
費
の
配
分
方
法
や
自
治
体
で

の
使
用
方
法
を
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
え
ま
す
。

住
民
負
担
の
増
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
た
め

に
は
住
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
る

大
き
な
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て
自
治
体
の

合
併
や
広
域
連
携
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い

重
要
な
選
択
と
い
え
ま
す
。
 

　
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
管
内
四
町
長
の
会
談
に
お

い
て
、
根
室
管
内
の
合
併
に
つ
い
て
、
「
現
下
の
諸
情
勢
を

ふ
ま
え
、
本
年
六
月
に
四
町
の
任
意
の
合
併
検
討
協
議
会
を

立
上
げ
る
た
め
に
幹
事
で
準
備
を
進
め
る
」
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。
 

　
今
後
、
近
隣
の
町
と
の
話
し
合
い
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

自
分
の
町
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
広
く
管
内
地
域
や
北
海
道

の
将
来
に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
立
を
目
指
す
自
治
体
 

※市町村合併についてのご意見がありましたら企画財政課

までお寄せください。 

※役場ではまちづくりや合併に関しての住民への説明、意

見交換を行っています。10人程度の集まりがあれば開催

しますので、ご希望の方は企画財政課まで問い合わせく

ださい。 

北海道が平成12年の決算をもとに作成した中標津町の財政

推計を平成13年決算に置き換えてみました。国からの地方

交付税の減額が大きな要素となり３年後には財源不足を生

じる予想となっています。決して安定的な将来ではありま

せん。 

現状の予算規模を縮小しつつ推計した場合でも予算は確保

できません。不足する予算を基金で補った場合の基金残高

の推計です。12年後には基金は底をついてしまうので、早

いうちの対策が必要です。 

　　　　　　西尾私案の考え方の要旨 
 
１．地方分権時代の基礎的自治体に求められるもの 
　・都道府県に依存しない事務能力と自己財源による住民サービスの
充実 

　・専門的な職種を含む職員集団と行政事務を支える財政基盤 
　・通常「市」が処理する程度の事務処理が可能な体制 
　・基礎自治体の規模拡大を踏まえた住民自治組織の強化 
２．合併特例法後の基礎的自治体再編のあり方についての具体的提案 
　①平成17年４月以降は市町村の人口規模を法律上明記し財政支援に
よらない合併を推進する。 

　②それでも再編されなかった地域への措置 
　　ア）事務配分特例方式（１万人以下？） 
　　　　法令上義務付けられた一部の事務だけを処理し、他は都道府

県事務（近隣自治体への委託や広域連合も含む）とする。当
該自治体は、議員は無給、助役、収入役、教育委員会は置か
ない。 

　　イ）内部団体移行方式（３千人以下？） 
　　　　都道府県の議決により他の自治体へ編入され、内部団体とな

る。 
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中標津町の財政推計（累計収支） 

Ｈ12年度決算ベース 

Ｈ13年度決算ベース 

Ｈ12年度決算ベース 

Ｈ13年度決算ベース 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

◆ ◆ 

１人で 
頑張って 
みる 
（単独で） 

２人（または３人）で 
仲良くやってみる 
（市町村合併へ） 
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ど
う
し
て
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
分
け
な
け

　
　
　
　
れ
ば
い
け
な
い
の
？
 

 　
　
　
　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
は
、
破
砕
し
て
埋
立
容
量
を
少
な
く
す
る
た
め
、

　
　
　
　
分
別
が
必
要
で
す
。
 

　
 

　
最
終
処
分
場
を
一
日
で
も
長
く
使
用
す
る
た
め
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設
で
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
や
「
粗
大
ご
み
」
を
破
砕
し
、
容
量
を
少
な
く
し
て
か
ら
埋
め

立
て
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
将
来
、
焼
却
施
設
が
完
成
す
る
と
、
当
然
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
と
に
分
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
は
、
分
別

は
定
着
し
て
い
ま
す
し
、
将
来
に
お
い
て
も
混
乱
を
防
ぐ
た
め
続
け
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
 

 　
　
　
　
現
在
使
用
し
て
い
る
可
燃
ご
み
の
証
紙
は
、
４
月
以
降
は
使
用
で
き
な

　
　
　
　
く
な
る
の
で
す
か
。
 

 　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
は
、
町
指
定
の
ご
み
袋
で
出
す
こ
と
に
な
り
ま

　
　
　
　
す
。
 

 　
た
だ
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
、
ご
み
証
紙
が
残
っ
て
し
ま
う
場
合
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
カ
月
間
に
限
り
、
「
燃

や
せ
る
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
ご
み
袋
等

を
使
用
し
、
証
紙
を
貼
っ
て
ご
み
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
事
業
所
・
商
店

に
つ
い
て
も
同
じ
）
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
や
「
粗
大
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
五
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
町
指
定
の
ご
み
袋
や
粗
大
ご
み
処
理
証
紙
を
必

ず
使
用
し
て
ご
み
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 　
　
　
　
粗
大
ご
み
の
「
一
個
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
し

　
　
　
　
ょ
う
か
。
 

 　
　
　
　
応
接
セ
ッ
ト
や
食
卓
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
よ
う
に
、
単
体
で
使
用

　
　
　
　
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
て
一
個
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

 　
一
セ
ッ
ト
で
一
個
と
な
る
も
の
は
、
い
く
つ
か
の
も
の
が
集
ま
っ
て
は
じ
め
て

機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
、

ス
キ
ー
板
と
ス
ト
ッ
ク
、
電
気
こ
た
つ
と
こ
た
つ
板
な
ど
。
（
ひ
も
な
ど
で
、
し

っ
か
り
束
ね
て
く
だ
さ
い
）
 

　
一
束
で
一
個
と
な
る
も
の
は
、
木
枝
な
ど
で
、
町
指
定
の
ご
み
袋
に
入
ら
な
い

広報中標津やチラシなどで周知のとおり、４月からごみの

出し方とごみ処理手数料が変わります。 

ごみの出し方は、ごみ処理証紙貼付などの方法から指定の

ごみ袋制（下記）になります。 

また、ごみ処理手数料も燃やせないごみが有料になるなど、

料金（下記）を改正する内容について、再度お知らせしま料金（下記）を改正する内容について、再度お知らせします。 

広報中標津やチラシなどで周知のとおり、４月からごみの

出し方とごみ処理手数料が変わります。 

ごみの出し方は、ごみ処理証紙貼付などの方法から指定の

ごみ袋制（下記）になります。 

また、ごみ処理手数料も燃やせないごみが有料になるなど、

料金（下記）を改正する内容について、再度お知らせします。 

　　　燃やせないごみ 
（陶磁器類、ゴム類、プラスチック製品、 
ガラス類、金属類など） 
 
　３月まで   無料 
　　　　　　　↓ 
　４月から   有料　町指定の袋に 
 
 
　資源ごみ及び有害ごみ 
（アルミ缶、スチール缶、ガラス瓶類 
食品用トレー・発泡スチロール類、 
ペットボトルの５種類及び有害ごみ） 
３月まで　無料　・アルミ缶 
　　　　　　　　・スチール缶 
　　　　　　↓　・ガラス瓶類 
　　　　　　　　・食品用トレー 
４月から　無料　　発泡スチロール類 
　　　　　　　　・ペットボトル 
　　　　　　　　・有害ごみ　 

　　　　燃やせるごみ 
（生ごみ、紙類、繊維類、木・竹類） 
 
　３月まで　有料　証紙を貼付または 
 
　　　　　　 ↓ 
　４月から　有料　町指定の袋のみ 
 
 

　　　　　粗大ごみ 
 
　３月まで　無料　 
　　　　　　　↓ 
　４月から　有料　粗大ごみ処理証紙 

・町指定ごみ袋の種類及び料金（処理手数料） 

燃
や
せ
る
ご
み 

燃
や
せ
な
い
ご
み 

一　般　家　庭　用　10r用 

　　　　　　　　20r用 

　　　　　　　　40r用 

事業所・商店用　20r用 

　　　　　　　　40r用 

 

一　般　家　庭　用　20r用 

　　　　　　　　40r用 

事業所・商店用　20r用 

　　　　　　　　40r用 

25円 
40円 
80円 
120円 
240円 

 

40円 
80円 
120円 
240円 

（10枚入り250円で販売します） 

（10枚入り400円で販売します） 

（10枚入り800円で販売します） 

（10枚入り1,200円で販売します） 

（10枚入り2,400円で販売します） 

 

（10枚入り400円で販売します） 

（10枚入り800円で販売します） 

（10枚入り1,200円で販売します） 

（10枚入り2,400円で販売します） 

・粗大ごみ処理証紙の料金 
　（処理手数料） 

　120円 　（一枚ずつ販売します） 

・一般廃棄物最終処分場へ直接ごみを持ち込んだとき 

　一般家庭　10キログラムにつき 

　　 20円（消費税別） 
　事業所・商店　10キログラムにつき 

　　 40円（消費税別） 

指定の袋 
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場
合
は
、
ひ
も
な
ど
で
し
っ
か
り
束
ね
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
大
人
が
運
搬
で

き
る
だ
け
の
量
と
重
さ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
大
掃
除
や
引
越
し
な
ど
で
、
一
度
に
大
量
の
ご
み
が
出
る
場
合
は
、
ご
み
の
収

集
に
は
出
さ
ず
、
直
接
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
持
ち
込
み
願
い
ま
す
。
 

　
 

　
　
　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源
ご
み
と
し
て
収
集
し
な
い
の
で
す
か
。
 

 　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
、
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

　
　
　
　
加
わ
り
ま
す
。
 

 　
　
現
在
、資
源
ご
み
は
、「
ア
ル
ミ
缶
」「
ス
チ
ー
ル
缶
」「
ガ
ラ
ス
瓶
類
」「
食
品
用
ト

レ
ー
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
類（
白
色
に
限
る
）」の
４
種
類
で
す
が
、
平
成
十
五
年
四

月
か
ら
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
を
分
別
収
集
に
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
 

　
排
出
の
方
法
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
中
を
軽
く
水
洗
い
し
て
、
袋
に
詰

め
た
状
態
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
キ
ャ
ッ
プ
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
 

 　
容
器
に
表
示
し
て
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ク
に
限
り
ま
す
。
 

   　
　
　
　
有
害
ご
み
は
ど
ん
な
も
の
？
 

 　
　
　
　
乾
電
池
、
水
銀
体
温
計
、
電
球
、
蛍
光
灯
で
す
。
　
 

 　
 

　
そ
れ
ぞ
れ
別
の
袋
に
入
れ
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
無

料
で
収
集
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
乾
電
池
は
、
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
町
内
各
小
中
学
校
・

役
場
・
役
場
支
所
に
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

  ご
み
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

・
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
か
ら
の
ご
み
）
の
場
合
、
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
 

　
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
 

広報中標津やチラシなどで周知のとおり、４月からごみの

出し方とごみ処理手数料が変わります。 

ごみの出し方は、ごみ処理証紙貼付などの方法から指定の

ごみ袋制（下記）になります。 

また、ごみ処理手数料も燃やせないごみが有料になるなど、

料金（下記）を改正する内容について、再度お知らせします。 

・町指定ごみ袋及び粗大ごみ処理証紙売りさばき指定店 

㈲荒商店 
㈲荒商店西町支店 
㈲いずみマート 
㈲置田商店 
マルカツストアー 
郷商店 
ショップしらかば 
ショッピングセンター東武 
ロッキー中標津店 
ロッキー東中店 
はやし商店 
勝瀬商店 
㈲なかはら 
㈲ニューエイ 
㈲ミツワ食品 
!シキシマ屋 
㈲フレッシュマートマルエー 
マルエーストアー泉店 
㈲マルヨシ吉川商店 
中標津町農協ストアーあるる 
!なかしん 
!長崎屋中標津店 
タケウチカナモノ 
ワタナベ葬儀社 
セブンイレブン東５条店 
セブンイレブン中標津桜ケ丘店 
セブンイレブン中標津緑町店 
セブンイレブン中標津東中店 
セイコーマート西１条店 
セイコーマート中標津店 
セイコーマート東26条店 
セイコーマート中標津西町店 
セイコーマート下栃棚店 
セイコーマート三川屋 
㈲境商店 
セイコーマート木内商店 
㈲伊原商店 
㈲稲田商店 
境商店 
計根別農協ストア 
㈲高津商店 
井口商店 
小木商店 
㈲なかがわ商店 
滝本信孝（西竹簡易郵便局） 

西５条南２丁目 

西町２丁目 

西11条北５丁目 

西２条北１丁目 

西11条北７丁目 

西８条北７丁目 

東12条南９丁目 

東５条北１丁目 

西７条北５丁目 

東12条北７丁目 

西５条北４丁目 

西町２丁目 

東１条北２丁目 

字中標津６番地 

東25条南２丁目 

大通北３丁目 

西１条北１丁目 

西11条北９丁目 

東７条北１丁目 

東４条南１丁目 

東38条北１丁目 

東９条北１丁目 

東10条北１丁目 

西４条南５丁目 

東５条南４丁目 

東２条南10丁目 

緑町北２丁目 

東11条北５丁目 

西１条南１丁目 

西５条北７丁目 

東26条南１丁目 

西町６丁目 

東13条南２丁目 

東２条南８丁目 

東１条北１丁目 

計　根　別 

計　根　別 

計　根　別 

計　根　別 

計　根　別 

計　根　別 

上　武　佐 

開　　　陽 

養　老　牛 

西　　　竹 

※町指定ごみ袋及び粗大ごみ処理証紙は、上記指定店で 
　お買い求めください。（平成15年３月から販売予定） 

町が処理できないごみ 
 
・プロパンガスボンベ、消火器、薬品、農薬（販売店へお問い合わせください） 
・ペンキ、シンナー（販売店へお問い合わせください）　　　　　　　　　 
・ガソリン、灯油、廃油（最寄りのカーショップ、石油スタンドへお問い合わせくだ
　さい）　　　　 
・タイヤ（最寄りのカーショップ、タイヤ販売店、石油スタンドへお問い合わせくだ
　さい）　　　　 
・バッテリー（最寄りのカーショップ、石油スタンドへお問い合わせください）　 
・オートバイ（販売店へお問い合わせください） 
・テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機、エアコン（家電製品販売店にお問い合わせくだ
　さい） 
・産業廃棄物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみを出さない工夫を 
 
　ごみを減らすためには、町民の皆様の協力が必要です。資源ごみを分別し、個々の
家庭から出るごみの量を少しずつでも減らすことができれば、町全体としては大きな
成果として表れることになります。　　　　 
 
　・生ごみは、家庭用コンポストを使って堆肥化する。（生ごみは、一般家庭から出
　　るごみのうち、重量で４分の１を占めるといわれています。毎年、コンポストや
　　電動式生ごみ処理機の購入助成を行っていますので活用してください） 
　・ダンボール、新聞、雑誌は、資源モデル町内会に設置している資源一時保管庫を
　　利用してください。町内会に益金を還元しています。 
　・衣類や家具、家庭用品などは、フリーマーケットやリサイクルショップを利用す
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　・使い捨て商品の使用を控え、詰め替えできる商品を選ぶ。 
　・買い物時の無駄な包装は断る。（買い物が少ないときはシールで済ます） 
　・買い物時は、買い物袋を持参する。 
　・物を最後まで大切に使う。 
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◎
確
定
申
告
が
必
要
な
人
 

　
平
成
十
五
年
一
月
一
日
現
在
、
当
町

に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
住
ん
で
い

た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
が

必
要
で
す
。
 

　
農
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
、
年
金
、
恩

給
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
所
得
者
で

年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
、
配
当
、

地
代
、
家
賃
、
報
酬
（
外
交
員
な
ど
）、

雑
所
得
、
一
時
所
得
の
あ
る
人
、
昨
年

一
年
間
に
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
た
人
や
中
途
退
職
し
た
人

で
、
年
末
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
人
。
 

◎
申
告
に
必
要
な
書
類
 

　
事
業
所
得
の
人
は
、
関
係
諸
帳
簿

（
現
金
出
納
帳
、
売
上
台
帳
、
固
定
資

産
）
給
与
所
得
者
の
人
は
、
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
支
払
者
の
証
明
書
、
生
命
保

険
、
個
人
年
金
、
損
害
保
険
な
ど
の
控

除
証
明
書
、
印
鑑
、
本
人
名
義
の
銀
行

口
座
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
受
け
よ
う
と
す
る
控
除
に
よ
っ

て
は
添
付
す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
今
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
と
慌
て

ず
に
す
み
ま
す
。
 

◎
国
保
加
入
世
帯
主
は
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
主
は
、
保
険
税
の
算
定
等
に
必
要
で

す
の
で
、
所
得
が
無
く
町
道
民
税
が
課

税
さ
れ
な
い
人
で
も
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 　
こ
ん
な
時
は
、
所
得
税
確
定
申
告
を

し
ま
し
ょ
う
（
所
得
税
還
付
申
告
は
、

二
月
の
始
め
か
ら
申
告
で
き
ま
す
）
 

　
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
で
も
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、

確
定
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

①
病
院
や
薬
代
（
本
人
や
家
族
）
の
支

払
い
額
の
合
計
が
所
得
の
五
％
ま
た
は

十
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超
え
る

と
超
え
た
部
分
が
医
療
費
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
ま
と
め

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
借
り
入
れ
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
、
中
古
住
宅
の
取

得
、
又
は
増
改
築
し
た
人
が
昨
年
中
に

入
居
し
た
場
合
は
、
年
末
の
借
入
残
高

に
よ
っ
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
控
除
の
期
間
は
、
平

成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
入
居
し

た
場
合
に
、
十
年
間
と
な
り
ま
す
。
一

年
目
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
が
、

二
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

 新
築
住
宅
で
申
告
に
必
要
な
添
付
書
類
 

 住
民
票
の
写
し
 

　
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
や
請
負
契
約
書
、

売
買
契
約
書
な
ど
で
、
家
屋
の
取
得
年

月
日
、
床
面
積
、
取
得
価
格
を
明
ら
か

に
す
る
書
類
ま
た
は
そ
の
写
し
、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
。
 

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
に
含
ま
れ
る
敷
地
等

の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
等
に
つ
い
て
こ

の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
そ

の
敷
地
の
登
記
簿
謄
本
、
契
約
書
等
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
。
 

③
災
害
や
盗
難
な
ど
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
総
所
得
の
十

％
を
超
え
る
と
、
超
え
た
部
分
に
つ
い

て
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

平
成
十
四
年
分
の
町
道
民
税
の
確
定
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
 

申
告
の
準
備
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
申
告
の
期
間
は
二
月
十
六
日
（
今
年

は
、
十
六
日
が
日
曜
日
の
た
め
十
七
日
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
今
年
は
、
十

五
日
が
土
曜
日
の
た
め
十
七
日
）
ま
で
で
す
。
期
間
内
に
正
し
く
忘
れ
ず
に

申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

平成14年1月～12月までの 

確定申告 確定申告 
3月15日までに 

税務署からのお願い 
 
　所得税の申告書に記入いただいた文
字や数字は、コンピューターが直接読
み取りますので、「確定申告の手引き」
を参考に丁重にご記入いただくようご
協力をお願いします。 
　なお、会場にお越しの際には、印鑑、
前年の確定申告書等の控え、使い慣れ
た「計算器具」や「筆記具」をご持参
ください。 
　また、納税には振替納税を、還付金
のお受取りには口座振込みの利用をお
勧めします。 
　詳しくは、根室税務署にお問い合わ
せください。 

問い合わせ先 

　■根室税務署　101532-23-3261 

　■役場税務課（内線209） 

●確定申告相談日程　　会場　役場１階１０１会議室 
 
　　　　　　　対　　象　　者 
 
　給与所得者・不動産所得者 
　年金所得者・外交員など 
 
　消費税課税事業者は、平成12年中の課税 
　売上高が３千万円を超える個人事業者ま 
　たは、消費税課税事業者選択届出書を提 
　出した個人事業者の方です。 
 
 

●税務署による申告相談日程　　会場　役場１階101会議室 
 
　　　　　　対　　象　　者 
 
譲渡所得者のある人 
贈与税の申告をされる人 
（右記以外は、税務署にて申告するか税 
　理士に依頼願います） 
 
営業者（商店、飲食店など） 
（右記以外は、税務署または商工会にて 
　申告するか、税理士に依頼願います） 

 
 
　　　　日程・時間 
 
２月17日（月）～３月17日（月） 
（ただし、土曜、日曜を除く）　 
 8：45～17：15 
　 
消費税は、上記期間以外は、 
役場税務課窓口で３月31日 
まで申告の受付をしています。 

 

 

 
　　　　日程・時間 
 
２月20日（木） 
９：00～15：00 
※12：00～13：00は休みます 

消
費
税
 

所
得
 

申
告
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健康いちばん 

大腸がん: その危険因子とは？ 
町立中標津病院 
　　　内科医師　　谷　口　雅　人 

 
近
年
、
生
活
習
慣
の
欧
米
化
、
特
に

動
物
性
脂
肪
や
蛋
白
質
の
と
り
す
ぎ
な

ど
に
よ
り
、
大
腸
が
ん
の
著
し
い
増
加

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
毎

年
約
六
万
人
が
罹
患
し
、
い
ず
れ
は
胃

癌
を
抜
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
米

国
で
は
毎
年
約
十
万
人
が
罹
患
）。
大

腸
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
危
険
因
子
と

し
て
、
過
去
に
大
腸
ポ
リ
ー
プ
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
家
族
歴
が
あ
る

（
両
親
、
兄
弟
、
子
供
に
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、

大
腸
が
ん
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
が

ん
の
家
族
歴
が
あ
る
（
乳
が
ん
、
卵
巣

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
そ
の
他
の
が
ん
）。

炎
症
性
腸
疾
患
の
既
往
歴
が
あ
る
（
潰

瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
）。
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
、
五
十

歳
以
上
が
大
腸
が
ん
の
危
険
因
子
な
の

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
あ
て
は
ま

る
方
は
四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
毎
年
大
腸

検
査
を
受
け
る
べ
き
で
す
。
 

　
大
腸
が
ん
検
診
の
普
及
や
大
腸
内
視

鏡
検
査
な
ど
の
診
断
技
術
の
進
歩
に
よ

り
早
期
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
頻
度
が
増

え
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
的
治
療
と
し
て
は
、

茎
の
あ
る
ポ
リ
ー
プ
は
ス
ネ
ア
と
呼
ば

れ
る
針
金
を
茎
の
部
分
に
引
っ
か
け
て

電
気
で
焼
き
切
り
ま
す
（
ス
ネ
ア
ポ
リ

ペ
ク
ト
ミ
ー
）。
ま
た
茎
の
な
い
平
坦

な
ポ
リ
ー
プ
の
場
合
は
、
周
辺
の
粘
膜

を
浮
き
上
が
ら
せ
て
か
ら
広
く
粘
膜
を

焼
き
切
る
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
（
Ｅ

Ｍ
Ｒ
）
で
摘
出
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
出

血
や
穿
孔
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
短
期

間
の
入
院
が
必
要
で
す
。
摘
出
し
た
ポ

リ
ー
プ
の
病
理
検
査
に
て
粘
膜
内
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
ん
は
こ
れ
ら
の
治
療

で
終
了
で
す
が
、
病
変
が
深
い
場
合
は

リ
ン
パ
節
転
移
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
外
科
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

　
最
近
は
、
硬
度
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
新
し
い
内
視
鏡
の
導
入
な
ど

内
視
鏡
技
術
も
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い

ま
す
。
以
前
に
比
べ
、
疼
痛
の
軽
減
、

検
査
時
間
の
短
縮
が
は
か
ら
れ
比
較
的

負
担
な
く
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
便
通
異
常
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望

す
る
方
は
早
め
の
受
診
を
お
薦
め
し
ま
す
。
 

こんなケースがありました！� 
　20歳から５年間、国民年金保険料を未納、25歳から厚生年金に加入して３カ
月目で交通事故で障害が残った…さて障害基礎（厚生）年金は受けられるでし
ょうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
●20歳から交通事故にあうまでの期間で、保険料納付済期間と保険料免除承認
期間を合わせた期間が３分の２以上なければ障害年金はうけられません。 
●経過措置で、過去１年間に未納がなければ受けられますが、過去１年間に未
納期間があるため障害年金は受けられません。 
　この場合は、厚生年金加入中の事故でも、過去の国民年金保険料が未納のため、
障害基礎年金も障害厚生年金も受けられません。 

A

Q 25歳で現在、就職活動中です。 
　就職したら厚生年金に加
入すると思うので、保険料
は納めていません…。 
 
国民年金は不測の事故にも
備えます。 
　就職して厚生年金加入中
の病気やケガなど万一のとき、
国民年金の保険料を未納に 
していると障害基礎（厚生）
年金が受けられない場合が
あります。 

国民年金 

▼ ▼ 

▲ 

20歳 

国民年金保険料未納 厚生年金加入 

25歳 交通事故 

3ヵ月日 就　職 

り
か
ん
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 在
宅
栄
養
士
バ
ン
ク
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
 

 　
中
標
津
保
健
所
で
は
、
中
標
津
町
に

お
住
ま
い
で
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の

資
格
を
持
ち
、
現
在
、
未
就
労
の
方
を

対
象
に
「
在
宅
栄
養
士
バ
ン
ク
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

日
時
　
二
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
一

時
半
〜
午
後
三
時
半
 

場
所
　
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
 

内
容
　
「
中
標
津
町
栄
養
士
活
動
の
実

際
に
つ
い
て
」
な
ど
の
講
話
と

意
見
交
換
会
 

申
込
期
限
　
二
月
二
十
五
日
（
火
）
 

申
込
先
　
中
標
津
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
1
（
２
）
２
１
６
８
ま
で
 

 町
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

 募
集
団
地
　
東
中
団
地
 

●
平
屋
の
３
Ｄ
Ｋ
 

　
昭
和
五
十
一
年
建
設
　
　
　
三
戸
 

　
家
賃
　
一
万
九
百
円
〜
二
万
千
四
百

　
　
　
　
円
 

募
集
団
地
　
宮
下
高
台
団
地
 

二
階
の
２
Ｋ
 

　
昭
和
六
十
二
年
建
設
　
　
　
二
戸
 

　
家
賃
　
一
万
三
千
八
百
円
〜
二
万
二

　
　
　
　
千
九
百
円
 

申
込
期
限
　
二
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
 

受
付
場
所
　
管
理
課
住
宅
係
 

選
考
方
法
　
町
営
住
宅
運
営
委
員
会
の

意
見
を
聞
い
て
入
居
申
込

者
の
住
宅
困
窮
度
の
高
い

方
か
ら
、
入
居
を
決
定
し

ま
す
。
 

 道
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

 募
集
団
地
　
白
樺
団
地
 

●
二
階
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
 

　
昭
和
六
十
三
年
建
設
　
　
　
　
三
戸
 

　
家
賃
　
一
万
七
千
四
百
円
〜
二
万
八

　
　
　
　
千
九
百
円
 

申
込
期
限
　
二
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
 

受
付
場
所
　
管
理
課
住
宅
係
 

抽
選
日
　
二
月
二
十
日
（
木
）
午
後
一

　
　
　
　
時
 

抽
選
会
場
　
役
場
３
０
１
号
会
議
室
 

入
居
可
能
日
　
平
成
十
五
年
三
月
 

 平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 　
総
務
省
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
に
、

慰
籍
の
念
を
示
す
た
め
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
 

●
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の

方
 

●
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
 

　
な
お
引
揚
者
か
ら
の
請
求
期
限
は
平

成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
省
認
可
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
　
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３
ま
で
。
 

 標
津
町
外
二
町
し
尿
処
理
組

合
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
 

 　
今
ま
で
標
津
町
・
羅
臼
町
・
中
標
津

町
の
三
町
で
、
し
尿
処
理
業
務
を
行
っ

て
き
た
「
標
津
町
外
二
町
し
尿
処
理
組

合
」
の
名
称
が
、
「
根
室
北
部
衛
生
組

合
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
同
組
合
が
従
来
の
業
務
に

加
え
、
新
た
に
標
津
町
と
羅
臼
町
の
二

町
が
共
同
で
行
う
「
一
般
廃
棄
物
（
ご

み
）
最
終
処
分
施
設
の
建
設
に
関
す
る

業
務
」
を
担
う
こ
と
か
ら
、
一
月
八
日

か
ら
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
「
し
尿
収
入
証
紙
」
は
、
旧

名
称
の
証
紙
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
 

★
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
組
合
　
1
０

１
５
３
８
（
２
）
２
１
３
１
内
線
２
３
 

５
〈
標
津
町
役
場
内
〉
ま
で
。
 

税　　金 

M A T I O N

 の広場 
2

February

2

 
忘れていませんか？納税！ 
 

　町道民税、固定資産税、軽自動車

税及び国民健康保険税、介護保険料

の納付をお忘れの方はいませんか？ 

　平成14年度の全納期がすでに過ぎ

ております。未納の方は早急に納め

ましょう。納付書を紛失された方、

納税について相談のある方は担当係

までご連絡ください。 

　税務課納税係（内線２０９） 

保険介護課保険税係（内線２３４） 

　介護保険係（内線２３６） 

 

～町税等各種収納金の納付は口座振

替で～ 

　町税等には、便利で安心、確実な

口座振替を利用しましょう。 

納期のたびに金融機関へ行く手間が

省けます。特に仕事の忙しい方、不

在がちな方などに便利です。預貯金

通帳、届け出印、納付書をご持参の

うえ、銀行または郵便局、農協、役

場のいずれかの窓口で申し込みくだ

さい。 

 
中標津空港発着チャーター便 
「韓国4日間」の旅を実施します 
 

　中標津空港利用促進期成会（役場

内空港対策室13-3111）では、中標

津空港の利用促進を図るため、中標

津空港発着の「韓国４日間」のチャ

ーター便（ＪＴＢ釧路支店主催）に

協賛し、参加を呼びかけています。 

○日　程　3月14日（金）～17日（月） 

○旅行代金　68,800～129,800円 

○募集　150人（定員になり次第締切） 

○ ツアーの予約　 

　ＪＴＢ釧路支店  　10154-22-3020 

　日専連中標津　 　　　　12-2000 

　東北海道トラベル　 　　13-4572
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い
し
ゃ
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I N F O R M

くらし 
教養を高め 
　よりよい文化を 
　　育てましょう 
                  　 町民憲章より 

骨粗鬆症検診のお知らせ 
 

　３月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間　２月５日～20日の平日 

検診実施期間　３月３日～31日の平

　　　　　　　日 

検診内容　問診、骨密度測定、診察 

定　員　１日２人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　中標津町保健センター 

　　　　1（２）2733まで 

 
 

乳がん検診のお知らせ 
 

 

　３月分の予約の受付についてお知

らせします。 

申込期間　２月５日～20日の平日 

検診実施期間　３月３日～31日の木

　　　　　　　曜日 

検診内容　マンモグラフィー、問診、

　　　　　視・触診 

定　員　１日５人 

検診実施場所　町立中標津病院 

申込先　町立中標津病院医療管理係

　　　�1（２）8200まで 

 
 
開陽台自作ソリ大会の 
出場者を募集！ 

 

　２月16日（日）に、町営開陽台育

成牧場内の特設会場で開催される「第

15回開陽台自作ソリ大会」の出場者

を募集しています。 

　競技種目は「タイムアタックの部」

と「デザインの部」の２種目です。

ユーモアとスピード感あふれる自作

ソリの参加をお待ちしています。 

　お問い合わせは 

　　　　実行委員会事務局 

　　　　　小木　1（４）2360まで。 

 レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
に
つ
い
て
 

 　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属

菌
と
い
う
細
菌
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
 

る
病
気
で
す
。
こ
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
、

空
調
の
冷
却
塔
、
加
湿
器
、
入
浴
施
設

な
ど
の
設
備
の
中
で
こ
の
菌
が
繁
殖
し
、

そ
の
飛
ま
つ
が
人
の
呼
吸
器
系
に
入
り
、

発
熱
や
肺
炎
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
の
発
生
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
関
連
す
る
設
備
、

器
具
な
ど
の
管
理
が
必
要
で
す
。
 

　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
に
関
す
る
衛
生
管

理
の
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
標
 

津
保
健
所
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生
係
　

1
（
２
）
２
１
６
８
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
）
 

６
８
９
４
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

 

 家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
家
電

製
品
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

ま
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
 

 　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
十
三
年

四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
北
海
道
で
も
、
 

一
年
半
の
間
に
約
五
十
万
台
の
家
電
品

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
 

コ
ン
）
が
、
メ
ー
カ
ー
に
引
き
取
ら
れ
、

新
た
な
製
品
の
原
材
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
料
金
な

ど
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
家
電
店
な
ど
に
、

そ
の
料
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
「
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
券
」
の
控
え
に
、
「
お
問

い
合
わ
せ
管
理
票
番
号
」
が
あ
り
、
引

き
渡
し
た
家
電
店
や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（http://w
w
w
.rkc.aeha.or.jp/

）
で
廃

家
電
品
の
引
き
取
り
状
況
を
個
別
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
有
効

な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ

う
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
そ
の
他
の
家
電
品
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
生
活
課
環
境
衛
生
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  

二
月
七
日
は
 

「
北
方
領
土
の
日
」
 

 　
毎
年
二
月
七
日
は
、
「
北
方
領
土
の

日
」
で
す
。
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る

国
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
を
さ
ら

に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

北
方
四
島
が
日
本
の
領
土
と
し
て
初
め

て
国
際
的
に
明
確
に
さ
れ
た
日
露
通
好

条
約
が
調
印
さ
れ
た
二
月
七
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
も
「
北
方
領
土
の
日
」
に
は
、

根
室
市
で
二
〇
〇
三
年
「
北
方
領
土
の

日
」
根
室
管
内
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
、
青
少
年
の
弁

論
発
表
を
通
し
て
返
還
要
求
運
動
の
声

を
内
外
へ
表
明
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
月
八
日

（
土
）・
九
日（
日
）の
な
か
し
べ
つ
冬
ま

つ
り
で
も
「
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名

活
動
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

 ご
存
じ
で
す
か
？
 

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
 

 　
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
冷
媒
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
は
、
オ
ゾ
ン
層
破

壊
物
質
で
あ
り
、
ま
た
温
室
効
果
ガ
ス

で
も
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
平
成
十
四
年

十
月
一
日
よ
り
「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
」

が
施
行
さ
れ
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
が
搭
載

さ
れ
た
車
を
廃
棄
処
分
す
る
際
に
は
「
自

動
車
フ
ロ
ン
券
」
に
よ
り
フ
ロ
ン
回
収

な
ど
の
費
用
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

は
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
（
セ
ブ

ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
サ
ン
ク
ス
）
に
て
一

台
分
当
た
り
二
千
五
百
八
十
円
を
払
い

込
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
証
明
と
し
て

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
を
受
け
取
り
、

廃
棄
処
分
時
に
車
と
一
緒
に
引
取
業
者

に
お
渡
し
願
い
ま
す
。
詳
し
く
は
自
動

車
フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
1
０
３
（
５

５
３
２
）
１
４
６
１
ま
で
。
 

社会保険事務所相談所 
開設日のお知らせ 

日　時　２月18日（火）午後１時～午後５時まで 

場　所　中標津経済センター 

　問い合わせは、釧路社会保険事務所　10154（22）

0111まで。 
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こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

VOL.482 （　） 内は前月比 

誕生  19人  死亡  15人 
転入  62人  転出  94人　 

12月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,794（－  28） 
11,688（－    7） 
12,106（－  21） 
9,799（－  13） 

なかしべつ  

上武佐ハリストス正教会と共に 

　村　上　道　子 さん 武佐 

　
山
下
り
ん
（
昭
和
十
四
年
没
）
筆
の
貴
重
な
イ
コ
ン
（
聖
像
画
）
十
五
点
と

長
崎
で
被
爆
し
た
イ
コ
ン
、
終
戦
時
に
北
方
四
島
の
一
つ
、
色
丹
島
に
住
む
信

者
の
一
人
が
旧
ソ
連
軍
の
侵
攻
か
ら
肌
身
離
さ
ず
守
り
通
し
た
、
十
字
架
上
の

ハ
リ
ス
ト
ス
（
キ
リ
ス
ト
）
の
小
像
な
ど
が
あ
る
上
武
佐
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

の
会
堂
は
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
さ
え
躊
躇
う
程
の
清
ら
か
で
厳
粛
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
 

　
三
十
三
年
間
、
こ
の
教
会
を
守
り
管
理
し
て
い
る
村
上
さ
ん
は
現
在
八
十
歳
。

大
正
八
年
に
建
設
さ
れ
た
初
代
の
教
会
で
八
歳
の
時
洗
礼
を
受
け
、
二
十
二
歳

で
結
婚
し
た
時
も
同
じ
教
会
で
式
を
挙
げ
た
。
「
現
在
の
教
会
は
昭
和
五
十
三

年
建
設
で
三
代
目
。
二
代
目
の
教
会
建
設
は
、
冷
害
・
凶
作
が
続
き
、
食
べ
る

だ
け
が
精
一
杯
の
状
況
の
中
で
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
」
と
言
う
。
 

　
昭
和
十
年
、
信
者
の
一
人
が
雌
の
子
牛
一
頭
を
教
会
に
献
納
。
そ
の
子
牛
は

別
の
信
者
の
元
で
順
調
に
育
ち
、
次
々
と
子
牛
を
産
ん
だ
。
「
不
思
議
な
こ
と

に
生
ま
れ
て
く
る
子
牛
が
ほ
と
ん
ど
雌
だ
っ
た
」
と
村
上
さ
ん
。
そ
の
子
牛
た

ち
も
酪
農
家
の
各
信
者
の
手
元
で
順
調
に
育
ち
、
多
く
の
牛
乳
を
生
産
し
、
新
 

た
な
命
を
誕
生
さ
せ
た
。
昭
和
二
十
六
年
、
資
金
の
一
部
に
あ
て
る
た
め
教
会

牛
と
し
て
増
え
た
乳
牛

を
売
り
、
二
代
目
の
教

会
建
設
を
着
手
。
戦
後

間
も
な
い
頃
で
物
資
の

無
い
時
代
、
地
元
の
材

木
商
か
ら
木
材
の
寄
付

を
受
け
、
本
職
の
大
工

一
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
、

信
者
の
持
ち
寄
り
と
手

間
で
完
成
し
た
。
「
教

会
完
成
は
、
苦
し
い
生

活
状
況
に
あ
っ
た
信
者

に
、
こ
の
上
な
い
喜
び

を
与
え
た
」
と
言
う
。

村
上
さ
ん
は
「
心
の
支

え
で
あ
り
、
生
き
る
希

望
で
も
あ
る
こ
の
教
会

を
、
元
気
な
内
は
守
り

続
け
た
い
」
と
静
か
な

会
堂
を
見
渡
し
て
言
っ

た
。
 

・夢の雪上パ－クゴルフ大会（丸山公園）　午前９時 
・耐寒ラジオ体操　　　　　　　　　　　　午前９時30分 
・小学生対抗雪合戦　　　　　　　　　　　午前10時15分 
・ラジコンバギ－無料体験走行会スプリントレース 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前10時30分 
・おしるこ無料提供　　　　　　　　　　　午前11時 
・すべり台タイムトライアル　　　　　　　午後０時 
・和太鼓演奏　　　　　　　　　　　　　　午後０時 
・夢の雪上パ－クゴルフ大会表彰式　　　　午後１時 
・ストラックアウト　　　　　　　　　　　午後１時30分 
・閉会式（お菓子プレゼント）　　　　　　午後２時30分 
（※都合により変更になることがあります） 

本まつり　2月9日（日） 第28
回 

場所／総合文化会館しるべっと広場 
主催／第28回なかしべつ冬まつり実行委員会 

お問い合わせは、経済振興課観光振興係 
　　　　　　　　　13－3111内線364

・小学生対抗雪上ジャンボサッカ－　午後１時 
・スノ－フェスタinしるべっと 　　   午後２時30分 
・雪上クイズかるた　　　　　　　　午後３時 
・スタミナ牛乳　無料配付　　　　　午後４時30分 
・開会式（餅まき大抽選会）　　　　午後５時 
・ファミリ－雪像入賞発表　　　　　午後６時 
・和太鼓演奏　　　　　　　　　　　午後７時 
・花火大会　　　　　　　　　　　　午後７時30分 

前夜祭　2月8日（土） 

た
め
ら 




